
教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ カワイケンジ 

氏  名 川井健次 

職名 特任教授 

学位 修士（法学・経営学）、法学研究科博士課程修了 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 法学、経営学 

主な担当科目 

 

法学、経営学 

主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

 

 

【研究業績】 

 

論文 

・「知的所有権と市場主義との関連について」平成22年3月 中九州短大論叢 

・「公益法人改革について」平成21年3月 中九州短大論叢 

・「公益法人改革に伴う新税制について」平成21年3月 中九州短大論叢  

 

 

 

【社会活動等】 

・八代市政治倫理審査会委員長 平成24年4月1日～現在に至る。 

・八代市総合計画策定審議会委員 平成24年4月1日～令和３年３月31日 

 八代市総合計画策定審議会会長 令和3年4月1日～現在に至る。 

・芦北町立保育所移管先法人選定委員会委員 平成25年4月1日～平成28年12

月31日 

・芦北町子ども・子育て会議会会長 平成26年2月1日～現在に至る。 

・社会福祉法人龍峰会理事 令和元年6月～令和3年3月31日 

・やつしろ・まち・ひと・しごと対策推進委員会委員 平成27年7月1日～令和3年

3月31日 

・八代市立白島ぎんが保育園民間移管先法人候補者選定委員会委員 平成31年

2月21日～令和元年6月26日。 

・八代市特別職報酬等審議会委員 令和3年1月18日～12月13日 

・やつしろ国際協会副会長 令和3年6月～現在に至る。 

・八代市行政不服審査会委員 令和4年4月1日～現在に至る。 

・八代市行政事務組合情報公開審査会委員 令和６年４月１日～現在に至る。 

  

 

 

 

【所属学会】 

 

 

 

 

 



 

ﾌﾘｶﾞﾅ サカモトテツロウ 

氏  名 坂本哲朗 

職名 学長・特任教授 

学位 学士(教育学) 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 教育学 

主な担当科目 

 

社会学概論、倫理学、心理学 

主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【研究業績】 

 

論文 

・「五輪書の教育学的考察」教育論文（昭和48年1月、熊本大学教育学部教育学科） 

・「命を大切にする性に関する指導の在り方」研究紀要、研究主任（昭和62年11月、八代市立金

剛小学校） 

・「文部省教員海外派遣」調査テーマ「道徳性の育成の在り方」団員（平成2年6月、文部省） 

・「小学校学習活動における具体の評価基準」監修（平成17年3月、八代市教育委員会） 

・「学力向上やつしろプラン」共同作成（平成23年3月、八代市教育研究所） 

・「学力向上、不登校対策ハンドブック」共同作成（平成24年4月、八代市教育サポートセンター） 

・「子どもの健やかな育ちと学びをつなぐ、幼・保・小・中連携の在り方」共同研究（平成24年11 

月、八代市教育委員会）  

 

 

 

【社会活動等】 

 
・八代市総合計画策定審議会委員（平成18年‐平成19年） 

・「くう、ねる、あそぶ、そしてまなぶ」講演（平成22年8月、八代市ＰＴＡ研究大会） 

・「頑張りをほめて、やる気スイッチオン」講演（平成24年3月、八代市主催「学びフェスタ」）  

・「子どもの笑顔が未来を拓く」講演（平成24年5月、八代学校保健会） 

・「行きたい学校、帰りたい家、住みたい町」講演（平成25年5月、八代市民生委員、主任児童委

員研修会） 

・ 八代市教育基本計画策定委員会副委員長（平成24年5月） 

・「かっぱのoｈ！ちゃちゃ」コメンテーター（平成26年5月から、エフエムやつしろ） 

・熊本大学剣道部龍南会、副会長（平成27年4月から） 

・「フレーフレー．2020」講演（平成29年5月、八代ロータリークラブ） 

・熊本労災看護専門学校講師（平成30年4月から） 

・「だいじょうぶ」講話（平成31年1月、八代教育研究会小学校進路指導研究部会） 

・八代市教育委員会外部評価委員（令和元年8月から）  

・八代市国際交流協会設立準備委員会委員長（令和2年1月から） 
 

 

 



教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ ウノキ ヒロキ 

氏  名 宇野木 広樹 

職名 教授 

学位 博士（経済学） 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 ネットワーク形成ゲーム、経済成長理論 

 
 

主な担当科目 

総合政策論、経済学Ⅰ・Ⅱ、経済統計、国際経済論、中小企業論、データ分
析、ファイナンシャル・プランニングⅠ・Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 
主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【研究業績】 

著書 

1. 『トリアーデ経済学3 マクロ経済学入門』, 日本評論社.（第5章、第6
章、第8章担当）（2015年） 

 

研究論文 

1.「3国間航空ネットワークにおける航空自由化のインセンティブと効率性」, 

『中九州短期大学論叢』, 第47巻, 第1号, pp.43-54.（単著、査読有） 

2.「α-サブモジュラー性を満たす利得関数の一考察」, 『熊本学園大学経済

論集』, 第25巻, 第1-4合併号, pp.109-132, 2019年, （単著、査読有）. 

3.“Externalities of Network Formation and Economic Growth”, 

“Applied Approaches to Societal Institutions and Economics”, pp.215-

226, 2017年，（共著）. 

4.「九州におけるリスク効率的ネットワーク」, 『中九州短期大学論叢』, 第

39巻, 第1・2合併号, pp.31-48, 2017年，（単著）. 

5.「ノード機能喪失対策費用投入ゲームとネットワーク形成ゲームに関する一

考察」, 『産業経営研究』, 第35号, pp.1-21, 2016年，（単著）. 

6.「ネットワーク形成ゲームの展開」, 『中九州短期大学論叢』, 第38巻, 第

1号, pp.16-33, 2015年，（単著）. 

7.「熊本県における女性の結婚・出産と就業の両立可能性に関する分析」, 

『熊本学園大学産業経営研究所調査研究報告』, pp.53-72, 2014年，（単

著）. 

8.「内生的ネットワーク分断リスクと戦略的ノード機能喪失対策費用投入ゲー

ム」, 『熊本学園大学経済論集』, 第18巻, 第3・4合併号, pp.27-51, 2012

年, （単著、査読有）. 

9.博士論文「ネットワーク形成ゲーム理論の展開と応用‐ネットワーク分断リ

スクと戦略的ネットワーク形成‐」, pp.1-115, 2009年，（単著）. 

10.「ネットワーク分断リスク下におけるネットワーク効率性・安定性」, 

『熊本学園大学経済論集』, 第13巻, 第3・4合併号, pp.97-122, 2007年, 

（単著、査読有）. 

11. 「九州の最適ネットワークについて‐ネットワーク形成ゲーム理論による

自治体統合問題のモデリングとシミュレーション‐」, 『応用経済学研究』, 

第1巻, pp.73-88, 2007年, （共著、査読有）. 

12. 修士論文「貧困の罠と児童労働の経済分析」, pp.1-32, 2005年,(単著) 

 

 



【社会活動等】 

講演活動 

１．平成24年 ひとよし生涯学習での講演活動 

「九州の州都はどこ？－道州制を考える－」（中小企業大学校人吉校） 

 

２．令和2年度中九州短期大学公開講座 

「経済学で考える”多数決の欠陥”とより良い意見集約法」（オンデマンド配

信） 

 

３．令和3年度熊本県民カレッジ「キャンパスパレア」 
「多数決の欠陥とは何か？より良い意見集約法を考える」（オンデマンド配
信） 
 
４．令和3年度中九州短期大学公開講座 
「経済学で考える望ましい日本国憲法改正プロセス」 （オンデマンド配信） 
 
５．令和6年度中九州短期大学公開講座 
「ネットワークの科学-私たちをつなぐ様々なネットワーク-」（オンデマンド
配信）  

 

 

 



教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ タニグチ タカシ 

氏  名 谷口  卓 

職名 特任教授 

学位 学士（教育学） 

所属学科 経営福祉学科 介護福祉士コース 

専門分野 
社会福祉（高齢者福祉、障害者福祉、精神保健福祉、地域福祉、子ども家庭福祉、

司法福祉） 

主な担当科目 
社会の理解Ⅱ、地域福祉論、人間関係とコミュニケーションⅡ、介護総合演習Ⅲ、 

介護総合演習Ⅳ、介護実習Ⅰｃ、介護実習Ⅱ 

主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【研究業績】 

 

(著書) 

・「四訂 社会福祉実習」（2005.4,中央法規出版）（共著） 

  第３章第９節「婦人保護関係施設」（pp.208-213） 

・「障害者福祉論」（2005.4,学文社）（共著） 

第12章第３節「精神障害者ケアマネジメント」（pp.125-130） 

・「五訂 社会福祉実習」（2007.3,中央法規出版）（共著） 

   第３章第11節「婦人保護関係施設」（pp.206-211） 

・「地域福祉の基本原理」（2008.2,学文社）（共著） 

   第６章「地域福祉の関連領域」（pp.62-69） 

・「実践から学ぶ こども福祉学」（2010.3,保育出版社）(共著) 

   第３章第５節「子育て支援」（pp.62-64） 

・「相談援助」（2012.4,一藝社）（共著） 

第13章「障がいのある子どもと保護者への支援」（pp.165-173） 

・「私たちの暮らしとソーシャルワークⅡ」（2016.2,保育出版社） 

（共著）第１章第１節「ソーシャルワークとは」（pp.14-17） 

・「保育原理」（2016.4，一藝社）（共著） 

  第８章「保育の専門性」（pp.78-87） 

・「子ども家庭福祉」（2017.2,青山社）（編著） 

   第１章「子ども家庭福祉の現状」（pp.1-20） 

・「福祉と養護 【第3版】」（2024.3,みらい）（共著） 

第７章第７節「少年非行」（pp.118-123） 

・「保育と子ども家庭福祉【第２版】」（2024.3,みらい）（共著） 

    第13章「情緒障がい・少年非行問題」（pp.194-201） 

 

（学術論文・紀要） 

・「認知症グループホームについて」 

（2006.3、国立大学法人 富山大学人文学部紀要第44号）（単著） 

・「グループホームに関する一考察：スェーデンと日本の動向から」 

（2007.3,尚絅大学研究紀要A.人文・社会科学編第１号 pp11-22）
（単著） 

・「平成19年度 熊本市内の保・幼・小・中学校保護者を対象にした
児童虐待防止に関する意識調査」（単著） 

（2009.3,尚絅大学研究紀要A.人文・社会科学編第３号 pp75-91） 



 

（口頭発表） 

・「子ども虐待防止について、地域で何ができるか」（2008.8） 

熊本県主催「子どもの虐待防止県民フォーラム」にて 

 

(学会発表) 

・「児童虐待防止に関する意識調査について」（2008.12, 

日本子ども虐待防止学会第14回学術集会ひろしま大会） 

（広島修道大学にて分科会発表及び分科会座長を兼任） 

 

【職務上の実績】 

・富山福祉短期大学介護福祉学科実習教育室長（2005.4-2006.3） 

・尚絅大学総合教育センター副センター長（尚絅大学附属図書館 

副館長兼任）（2007.4-2012.3） 

 

【社会活動等】 

・文部科学省行政モニター（1994.4-1996.3） 

・大阪府こころの相談窓口電話相談員（2002.4-2005.3） 

・滋賀県草津市夏季教職員研修講座講師（2005.8） 

・熊本県高森町立高森中学校特別支援教育職員研修（2010.1） 

・熊本市社会福祉協議会地域福祉部会委員（2007.4-2008.3） 

・熊本県阿蘇郡市特別支援協議会巡回教育指導員（2007.4-
2008.3） 

・尚絅大学市民公開講座講師（2007.9） 

・熊本県中央児童相談所コンサルテーション会議委員（2008.4-
2009.3） 

・熊本県主催「子ども虐待を考える県民フォーラム」 シンポジウム 

シンポジスト（2008.11） 

・大阪府商工労働部職員研修講師（福祉分野）（2013.3） 

・厚生労働省社会・援護局補助事業「よりそいホットライン」 

電話相談員（2012.4-2014.3） 

・大阪府泉南市障害福祉計画策定委員会委員（2014.4-2016.3） 

・愛媛県今治市地域福祉計画審議会委員（2024.4-2025.3） 

・愛媛県今治市社会福祉協議会地域福祉活動計画推進委員
（2024.4-2025.3） 

・法務省大阪保護観察所保護司（法務大臣委嘱）（2025.5-2027.4） 

 

【所属学会】 

・社会政策学会 

・日本高齢者虐待防止学会 

・日本こども虐待防止学会 

・日本更生保護学会 

 



ﾌﾘｶﾞﾅ ササハラトシコ 

氏  名 篠原淑子 

職名 特任准教授 

学位  学士（看護学） 

所属学科 幼児保育学科 

専門分野 医療・看護 

主な担当科目 からだのしくみ、障がい理解、発達と老化の理解、認知症の理解 

主な研究業績、

職務上の実績、

社会活動等 

 

 

 

【研究業績】  

・「在日外国人妊産婦をケアしている医療従事者の現状と課題」 （平成19年 単

著） ―九州看護福祉大学  

・「看護学生の看護に対するイメージと就業意識」に関する調査 （平成23年 単

著） ―九州看護福祉大学大学院 

 

  

 

 

【社会活動等】 

・秀岳館高校 普通科保健福祉コース 非常勤講師 （平成19年） 

 

 

 

 



教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ ﾑﾗｶﾐﾕｷｵ 

氏  名 村上幸生 

職名 准教授 

学位 修士（教授システム学） 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 教育工学（教授学習支援システム・eラーニング・コンピュータリテラシー） 

主な担当科目 
コンピュータ概論・コンピュータリテラシー・プログラミング演習・色彩学・医療事務 

建築CAD・情報機器演習 

主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【研究業績】 

著書 

・『はじけよう！Excel 2007 IT実務編』（単著）2010年7月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Word 2007 IT基礎編』（単著）2010年7月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Word 2007 IT実務編』（単著）2010年7月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Excel 2007 IT基礎編』（単著）2010年7月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！PowerPoint 2007』（単著）2010年10月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Excel 2007 IT実務編 改訂版』（単著）2010年10月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Word 2010 IT実務編』（単著）2011年5月 柚菊桜舎 

・『はじけよう！Excel 2010 IT実務編』（単著）2011年6月 柚菊桜舎 

論文 

・『Basic LTIに準拠した学習支援ツールの開発』（共著）2012年5月 情報処理 

学会研究報告「教育学習支援情報システム（CLE）」Vol.2012-CLE-007 

・『LMSとの連携を実現するためのLTI準拠学習支援ツールの実装例と実装方法』
（共著）2012年11月 情報処理学会研究報告「教育学習支援情報システム
（CLE）」Vol.2012-CLE-008 
・『LMS(学習管理システム)を活用したコロナ禍における就職指導』 

（単著）2022年11月 秘書サービス接遇教育学会学会誌「研究集録」 

第47巻28号 P.6～P.13 （査読付） 

・『LMS(学習管理システム)を活用したブレンド型学習の試み―医療事務技能審

査試験対策として― 

（単著）2024年3月 日本医療秘書実務学会学会誌「医療秘書実務論集」第 

14号 P.1～P.6 （査読付） 
【社会活動等】 

・山口県職業能力開発協会試験委員 2000年4月～2013年1月 

・マイクロソフトオフィススペシャリスト試験官 2006年8月～2015年5月 2020年
４月～現在 

・サーティファイWeb利用・技術認定委員会試験担当者 2012年6月～2013年1月 

・ITパスポート試験監督者 2012年2月～2013年1月 

【所属学会】 

・日本教育工学会 ・秘書サービス接遇教育学会 ・日本ビジネス心理学会 

・日本医療秘書実務学会 ・日本教師学学会 

【受賞歴】 

・2013年度情報処理学会山下記念研究賞受賞（2014年3月） 

・2024年度日本医療秘書実務学会奨励賞受賞（2024年11月） 

 

 



教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ ムラハシ テツヤ 

氏  名 村橋 哲也 

職名 専任講師 

学位 学士、医学部薬理学博士課程全期終了中退 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 生物学、薬理学 

主な担当科目 

英語基礎、応用 

英会話I & II 

外国語コミュニケーション 

主な研究業績、
職務上の実績、
社会活動等 

【研究業績】 

1. Murahashi, T., Fujita, A., and Kitazawa, T. Ca2+-
desensitizatnion of myosin light chain phosphorylation and 
contraction in phasic smooth muscle. Mol Cell Biochem. 
190(1-2):91-8, 1999. 

2. Kitazawa, T., Gaznabi, A.K.M., Mahashi, T. Regulation of Ca2+ 
sensitivity of smooth muscle contraction by myosin light chain 
phosphatase. In Calcium as cell Signal, ed Murayama, K., 
Nonomura, . and Kohama, K., p.185-193, 1994. 

3. 藤田秋一、村橋哲也、北澤俊雄 平滑筋収縮制御へのプロテ
インホスファターゼの役割 生体の科学：46（2）、1995 

4. 村橋哲也、北澤俊雄 ホスファターゼとカルシウム感受性 血
管と内皮 Vol.3 No.6:39-45, 1993.Morphologic and biochemical 
analysis of angiotensin II internalization in cultured rat aortic 
smooth muscle cells. Am. J. Physiol. 264:C179-C188, 1993. 

5. Dostal, D.E., Murahashi, T., Peach, M.J. Regulation of cytosolic 
calcium by angiotensins in vascular smooth muscle. 
Hypertension 15:815-822, 1990 

 

Abstracts 

1. Dostal, D.E., Murahashi, T., Peach, M.J. Angiotensin 
receptor internalization in cultured smooth muscle cells. 
FASEB J13:A1195, 1989 

2. Dostal, D.E., Murahashi, T., Peach, M.J. Evidence for 
angiotensin isoreceptors in vascular smooth muscle. 
Hypertension 14:347, 70A, 1990 

3. Dostal, D.E., Murahashi, T., Peach, M.J. Internalizzation 
of carboxy-terminal homologs of angiotensin in cultured 
smooth muscle cells. Hypertension 16:322,1990 

4. Gaznabi, A.K.M., Fujita, A., Murahashi, T., and Kitazawa, 
T. Biophysics J., 68, 1995 

5. Murahashi, T., Fujita, A., and Kitazawa, T. Biophysics J., 
68, 1995 

 

 

 

 

 

 



【職務上の実績】 

インターナショナルランゲージスクール語学留学性のための通訳・
相談役 ( California State University at Long Beach) 

カリフォルニア州認可国際学園（全日制日本人学校）中学数学・理
科非常勤講師 

アメリカ合衆国赤十字心肺蘇生法（CPR）認証取得 

カリフォルニア州立大学生物学部グラジュエートアシスタント (GA) 

バージニア大学医学部ティーチングアシスタント (TA) 

ジョージタウン大学医学部生物物理学リサーチフェロー (Research 
Fellow) 

ジョージタウン大学医学部分子薬理学特別講師 

熊本労災看護専門学校医療英語講師 

中九州短期大学英語非常勤講師 

八代看護学校解剖生理学、臨床生化学、医療英語講師 

秀岳館高等学校英語、数学、生物非常勤講師 

日本英語検定１級取得 

国際連合英語検定特A級取得 

Ulatus医科学論文日本語⇔英語翻訳家 

経済産業省後援メディカルツーリズム傘下医療機関（主に 

大学病院）の医療施設・プログラム・および実績などの詳細を英語
に翻訳 

 

 

 

 

 

 

【社会活動等】 

 

 

 

 

 

 



教員紹介 
 

ﾌﾘｶﾞﾅ オガワ アヤコ 

氏  名 小川 亜矢子 

職名 講師 

学位 専門士（看護） 

所属学科 経営福祉学科 

専門分野 看護 

主な担当科目 ライフプランニング、介護総合演習、介護実習 

主な研究業績、

職務上の実績、

社会活動等 

【研究業績】 

⚫ 保健行政的視点を取り入れた、新興感染症への備えや医療連携体制に関する実践 

的研究を推進 

【職務上の実績】 

医療機関（大阪、福岡）：平成 18年～平成 28年 

⚫看護師として ICU（集中治療室）、外科、内科などの急性期病棟で勤務 

⚫訪問看護業務に従事し、在宅療養者への支援を実施 

中九州短期大学：平成 28年～平成 30年 

⚫経営福祉学科介護福祉士コース専任教員として、講義・演習・実習指導に従事 

⚫教育課程の編成、学生指導、介護施設との連携強化を担当 

熊本県医師会：令和 3年～令和 5年 

⚫宿泊療養ホテルにて新型コロナ感染療養者の健康管理を実施 

⚫医師・薬剤師・県庁との調整業務及びスタッフ育成・業務改善を担当 

熊本県県南広域本部 八代保健所：令和 5年～令和 7年 

⚫医療法・感染症法に基づく許認可業務を担当 

⚫「八代保健所健康危機対処計画（感染症編）」の策定を主導 

⚫感染症搬送訓練を地域消防本部や医療機関と協力し実施 

⚫医療安全支援センター窓口として、住民の医療相談・医療機関調整を実施 

【社会活動等】 

•「バルーンアーティストあややん」として 24時間テレビなどの出演や、熊本県内の幼

稚園、保育園、高齢者施設やイベント等でのバルーンショーやバルーン教室などバ

ルーンアートを通じたコミュニケーション支援、地域交流活動を実施。   

•講演活動：医療・介護・教育現場における講演会及び研修会の実施 

【災害支援活動】   

•熊本地震（平成 28年）および令和 2年 7月豪雨災害において、被災地でのバ

ルーンアート提供や支援物資配布、心のケアを目的としたボランティア活動を実

施。   

【所属団体】 

•日本看護協会、熊本県看護協会 

 

 


